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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

　
　
　

近
世
儒
仏
論
争
史
に
お
け
る
『
旧
事
大
成
経
』
の
位
置

　
　
　
　
　
　

―「
聖
皇
本
紀
」
學
哿
関
連
記
事
を
中
心
に

―

菊
　
池
　
圭
　
祐　
　

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　
『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経（

（
（

』
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
出
版
さ
れ
、
撰
者
を
聖
徳
太
子
に
仮
託
し
た
偽
書
で
あ
る
。
ま
た
出
版

後
間
も
な
く
廃
版
処
分
と
な
り
、
関
係
者
と
思
し
き
人
物
た
ち
も
処
罰
さ
れ
る
な
ど
し
た
曰
く
付
き
の
資
料
で
も
あ
り
、
現
在
こ
の�

『
大
成
経
』
が
近
世
思
想
史
上
に
適
切
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
、
十
分
に
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。�

し
か
し
、『
大
成
経
』
は
廃
版
処
分
と
な
っ
た
後
に
も
多
く
の
信
奉
者
た
ち
の
間
で
受
け
継
が
れ
、
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と

が
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
偽
作
に
関
わ
っ
た
と
思
し
き
人
物
た
ち
や
、『
大
成
経
』
を
受
容
し
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
人
物
に
関
し
て
と
い
っ
た
、『
大
成
経
』
そ
の
も
の
に
対
す
る
研
究
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
周
辺
の
人
物
関
係
や
出
来
事
に�
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強
い
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
肝
心
の
『
大
成
経
』
本
文
に
関
し
て
は
、
詳
細
な
読
解
と
い
っ
た
基
礎
的
な
作
業
が

未
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
嫌
い
が
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
考
察
の
対
象
と
す
る
内
容
に
関
す
る
先
行
研
究
は
現
在
ま
で
存

在
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、『
大
成
経
』
本
文
の
読
解
を
中
心
と
し
つ
つ
、
そ
れ
が
内
包
す
る
思
想
内
容
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
、
か
つ
そ
こ
に
表
れ
た
思
想
が
後
世
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　

今
回
、
中
心
的
に
取
り
扱
い
た
い
の
が
、
七
十
二
巻
本
『
大
成
経
』
内
の
「
聖
皇
本
紀
」
と
い
う
近
世
太
子
伝
的
内
容
を
持
つ
一
つ

の
章
で
あ
る
。「
聖
皇
本
紀
」
は
、
聖
徳
太
子
の
事
績
を
漢
文
編
年
体
で
記
し
た
も
の
で
、
主
に
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
記
事
を
基
礎

と
し
つ
つ
も
、
か
な
り
多
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
述
を
含
む
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
『
大
成
経
』
に
お
い
て
新
た
に
追
加
さ
れ
た

記
述
に
注
目
し
、
そ
の
点
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
、『
大
成
経
』
が
何
を
伝
え
、
主
張
す
る
た
め
に
成
立
し
た
も
の
な
の
か
を
知

る
上
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
数
あ
る
「
聖
皇
本
紀
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
事
の
中
か
ら
私
が
注
目
し
た
の
は
、
従
来
の
太
子
伝
等
に
聖
徳
太
子
の
儒
教
の
師

で
あ
る
人
物
と
し
て
そ
の
存
在
が
示
さ
れ
て
き
た
「
學
哿
」
と
い
う
人
物
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
學
哿
は
『
大
成
経
』
以
前
の
資
料

に
お
い
て
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
印
象
の
あ
る
人
物
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
學
哿
は
、
多
く

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
と
共
に
積
極
的
に
聖
徳
太
子
と
交
流
し
、
か
な
り
存
在
感
の
あ
る
人
物
と
し
て
新
た
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
本
稿
で
は
、「
聖
皇
本
紀
」
に
お
け
る
學
哿
関
連
記
事
の
読
解
を
通
じ
て
、
そ
こ
で
は
學
哿
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
た

人
物
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
「
聖
皇
本
紀
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
内
容
と
し
て
の
學
哿
と
聖
徳
太
子
の
交
流
に
は
、
ど
の

よ
う
な
『
大
成
経
』
撰
者
の
意
図
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　

二
、
學
哿
と
い
う
人
物
に
つ
い
て

　
　

�

夏
四
月
。
高
麗
の
遣
使
調
を
貢
す
。
並
に
博
士
學
哿
を
貢
す
。
是
の
博
士
は
異
人
な
り
。
去
年
太
子
。
其
人
有
り
と
聞
て
。
密
に
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皇
子
に
申
し
。
勅
を
以
て
之
を
召
す
。
故
に
今
来
朝
す
。

�

（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

敏
達
天
皇
四
年
夏
四
月
条（

（
（

）

　
　

�

三
月
。
太
子
天
皇
に
奏
し
て
曰
く
。
高
罘
の
学
哿
は
。
異
人
な
り
儒
を
能
す
。
嚴
幾
く
は
拜
し
て
師
と
し
て
。
西
儒
を
学
ん
。（
中

略
）
学
哿
を
宮
に
拜
し
。
師
と
為
し
習
學
す
。

�

（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

敏
達
天
皇
十
三
年
三
月
条（

（
（

）

　
「
聖
皇
本
紀
」
に
お
け
る
學
哿
関
連
の
記
事
の
最
初
が
、
敏
達
天
皇
四
年
夏
四
月
条
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
學
哿
は
高
句
麗
の
人

で
あ
り
、
儒
教
に
精
通
し
た
博
士
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
學
哿
の
来
日
は
、
前
年
に
聖
徳
太
子
が
學
哿
の
存
在
を
耳
に

し
て
皇
子
（
聖
徳
太
子
の
父
で
あ
る
橘
豊
日
尊
、
後
の
用
明
天
皇
）
を
通
じ
て
呼
び
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
続
く
敏
達
天
皇
十
三
年
三
月
条
で
は
、
聖
徳
太
子
が
自
ら
學
哿
に
師
事
し
た
い
と
敏
達
天
皇
に
申
し
出
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。「
聖
皇
本
紀
」
で
は
こ
の
記
事
か
ら
、
聖
徳
太
子
と
學
哿
が
師
弟
関
係
に
あ
り
、
儒
教
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
大
成
経
』
以
前
の
資
料
で
は
學
哿
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　
　

�

夏
四
月
庚
午
朔
己
卯
。
厩
戸
豐
聰
耳
皇
子
を
立
て
皇
太
子
と
爲
す
。
仍
て
政
を
録
攝
し
む
。
萬
機
を
以
て
悉
に
委
ぬ
。
橘
豐
日
天

皇
の
第
二
子
な
り
。（
中
略
）
且
つ
内
教
を
高
麗
の
僧
惠
慈
に
習
ふ
。
外
典
を
博
士
覺
哿
に
學
ぶ
。
並
び
に
悉
く
達
た
ま
ひ
ぬ
。

�
（『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
元
年
夏
四
月
条（

（
（

）
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外
書
の
師
は
博
士
學
架
等
。
内
典
の
師
は
惠
慈
。
高
麗
之
人
な
り
。

�

（『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
敏
達
天
皇
五
年
条　

割
註（

（
（

）

　
　

五
歳
よ
り
七
歳
に
至
り
。
御
師
範
博
士
學
架
等
に
逢
ふ
。
五
明
を
學
び
盡
し
給
ふ
。

�

（
顕
真
『
太
子
傳
古
今
目
録
抄
』
太
子
學
相
事（

（
（

）

　

管
見
の
限
り
に
お
い
て
、『
大
成
経
』
以
前
の
學
哿
関
連
の
記
事
は
以
上
で
す
べ
て
と
な
っ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
で
は
、「
覺
哿
」

と
い
う
名
前
の
人
物
が
聖
徳
太
子
の
儒
教
の
師
と
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
お
り
、『
聖
徳
太
子
伝
暦
』『
太
子
傳
古
今
目
録
抄
』
で
は
共

に
「
學
架
」
と
い
う
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
名
前
の
表
記
が
『
大
成
経
』
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
点
が
気
が
か
り
で
は

あ
る
が
、「
聖
皇
本
紀
」
の
記
述
と
同
様
に
、
聖
徳
太
子
の
儒
教
の
師
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
一
致
す
る
た
め
、
恐
ら
く
は
同
一
人
物

で
あ
る
と
解
釈
し
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

上
に
引
用
し
た
記
述
を
改
め
て
見
て
も
、『
大
成
経
』
以
前
の
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
學
哿
に
関
す
る
情
報
は
、
名
前
と
聖
徳
太
子
の

儒
教
の
師
で
あ
る
と
い
う
程
度
の
も
の
で
、
従
来
の
聖
徳
太
子
伝
等
に
お
い
て
は
然
程
重
要
な
人
物
と
は
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
非
常
に
淡
泊
な
記
述
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
で�

も
っ
て
聖
徳
太
子
が
學
哿
を
招
聘
し
よ
う
と
し
た
こ
と
や
、自
ら
の
師
と
し
た
経
緯
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
よ
う
。

以
下
に
、
聖
徳
太
子
と
學
哿
の
間
で
ど
の
よ
う
な
関
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
一
覧
と
し
て
示
し
て
み
た
い
。
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表
一
　「
聖
皇
本
紀
」
に
お
け
る
學
哿
関
連
記
事

記
事
の
所
在

主
な
内
容

①

敏
達
天
皇
四
年
夏
四
月
条

學
哿
来
朝

②

敏
達
天
皇
十
三
年
三
月
条

聖
徳
太
子
が
學
哿
に
師
事

③

敏
達
天
皇
十
三
年
此
時
条

儒
者
の
認
識
に
対
す
る
聖
徳
太
子
の
反
論
（
地
獄
説
・
輪
廻
説
ｅ
ｔ
ｃ
．）

④

敏
達
天
皇
十
四
年
是
時
条
（
一
）

法
華
経
批
判
・
聖
道
門

⑤

敏
達
天
皇
十
四
年
是
時
条
（
二
）

浄
土
教
批
判
・
浄
土
門

⑥

用
明
天
皇
元
年
秋
七
月
条

『
大
学
』『
中
庸
』
の
独
立

⑦

用
明
天
皇
元
年
是
月
条

聖
徳
太
子
に
よ
る
儒
学
弘
道
と
物
部
大
連
の
妨
害

⑧

崇
峻
天
皇
二
年
此
年
条

蓋
天
説
・
須
弥
山
説
と
渾
天
説

⑨

推
古
天
皇
二
年
春
二
月
条

神
道
学
・
儒
学
の
興
隆
、
造
像
・
造
寺
の
功
罪

⑩

推
古
天
皇
十
四
年
此
年
条

聖
徳
太
子
の
『
孝
経
』『
大
学
』『
中
庸
』
注
釈

⑪

推
古
天
皇
二
十
七
年
是
年
条

古
暦
年
卦
占
法

　
「
聖
皇
本
紀
」
に
て
學
哿
が
登
場
す
る
記
述
を
概
観
し
、
主
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
を
端
的
に
表
す
と
前
表
の

よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
記
述
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
、「
學
哿
（
儒
者
）
の
意
見
に
対
す

る
聖
徳
太
子
の
反
論
」
と
「
聖
徳
太
子
に
よ
る
儒
教
的
要
素
の
展
開
」
の
二
パ
タ
ー
ン
の
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
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「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
學
哿
が
登
場
す
る
記
事
は
全
て
、
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
従
来
の
太
子
伝
等
に
は
一
切
見
ら
れ
な
い
、『
大

成
経
』
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
に
お
け
る
社
会
的
・
思
想
的
背
景
が
強
く
反
映
さ
れ
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
學
哿
（
儒
者
）
の
意
見
に
対
す
る
聖
徳
太
子
の
反
論
」
と
い
う
要
素
が
い
く
つ
か
の
記
述
に
現
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、『
大
成
経
』
が
出
版
さ
れ
る
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
以
前
に
存
在
し
て
い
た
近
世
儒
学
者
に
よ
る
排
仏
論
に
対
す

る
反
論
を
行
う
と
い
う
目
的
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
可
能
性
も
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
降
、
近
世
前
期
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
視
点
で
排
仏
論
が
展
開
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
論
点
に
つ
い
て
、「
聖
皇
本
紀
」
學
哿
関
連
記
事
と
関
係
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
た
い
。

　
　
　

三
、
近
世
前
期
（『
大
成
経
』
以
前
）
の
仏
教
批
判
・
排
仏
論

　

近
世
に
お
け
る
排
仏
論
に
は
、
様
々
な
方
面
か
ら
の
議
論
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
先
行
研
究
に
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
辻
善

之
助
は
近
世
排
仏
論
の
内
容
を
「
思
想
の
上
よ
り
之
を
難
ず
る
も
の
、
政
治
の
方
面
よ
り
觀
た
も
の
、
經
濟
の
側
よ
り
議
せ
る
も
の（

（
（

」

と
大
き
く
三
つ
に
分
け
、
ま
た
柏
原
祐
泉
は
、
儒
者
に
よ
る
排
仏
論
に
「
倫
理
主
義
に
基
づ
い
て
仏
教
の
反
倫
理
性
、
超
俗
的
精
神
を

否
定
す
る
こ
と（

（
（

」、「
経
世
論
の
立
場
、
す
な
わ
ち
政
治
経
済
上
の
政
策
論
の
立
場
で
、
仏
教
有
害
を
論
ず
る
も
の（

（
（

」、「
科
学
的
な
立
場

で
の
仏
教
批
判（

（1
（

」
の
三
つ
の
特
色
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
、
よ
り
個
別
具
体
的
な
議
論
が
様
々
存
在
し
、
上
の

表
に
ま
と
め
た
學
哿
関
連
記
事
の
中
に
も
記
さ
れ
た
仏
教
批
判
の
要
素
も
、『
大
成
経
』
出
版
以
前
か
ら
主
に
儒
者
を
中
心
に
排
仏
論

と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　

近
世
儒
者
の
仏
教
批
判
に
関
し
て
は
、
土
田
健
次
郎
が
「
多
く
が
中
国
の
仏
教
批
判
の
受
け
売
り
と
い
う
印
象
が
拭
え
ず
、
社
会
的

経
済
的
側
面
の
批
判
や
彼
我
の
風
俗
の
差
の
強
調
に
日
本
の
歴
史
上
の
事
例
が
持
ち
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
日
本
的

な
独
自
の
深
化
は
感
じ
ら
れ
な
い（

（1
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
種
型
に
嵌
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、�
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そ
れ
に
対
す
る
仏
教
側
の
護
法
論
と
し
て
の
『
大
成
経
』
の
記
述
は
、
従
来
の
聖
徳
太
子
観
を
覆
す
よ
う
な
新
た
な
事
績
の
創
作
な
ど

も
相
ま
っ
て
非
常
に
独
創
的
で
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
実
際
に
、『
大
成
経
』
出
版
以
前
に
成
立
し
た
仏
教
批
判
を
含
む
文
献
と
、「
聖
皇
本
紀
」
學
哿
関
連
記
事
と
を
見
比
べ

な
が
ら
、
前
者
に
対
し
て
後
者
が
ど
の
よ
う
な
論
を
展
開
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

○
地
獄
説
批
判

　
　

�

天
堂
地
獄
之
事
。
唯
是
浮
屠
の
設
へ
る
を
以
て
愚
民
を
誘
ふ
。
善
を
爲
し
惡
を
去
る
之
意
。
而
し
て
實
に
中
國
は
此
陰
府
之
事
有

る
こ
と
非
ず
。
尤
も
浮
屠
之
僞
を
見
る
也
。

�

（
山
崎
闇
斎
『
闢
異（

（1
（

』）

　
　

�

然
を
佛
道
に
ハ
、
地
獄
・
極
樂
と
い
へ
る
、
僞
る
教
を
た
て
、
念
佛
ま
た
ハ
題
目
を
唱
れ
ハ
、
極
樂
に
往
生
し
、
と
な
へ
ざ
れ
バ
、

地
獄
に
入
と
い
へ
る
事
を
、
わ
け
も
な
く
實
と
信
じ
、
父
母
臨
終
に
及
て
、
念
佛
・
題
目
を
た
か
ら
か
に
唱
へ
、
甚
し
き
ハ
、
念

佛
し
や
・
題
目
を
と
な
ふ
る
同
行
沙
門
を
會
、
病
人
の
枕
に
近
づ
か
せ
、
同
音
に
念
佛
・
題
目
を
唱
る
と
見
え
た
り
、
斯
あ
れ
ハ
、

其
病
人
平
生
念
佛
・
題
目
の
ち
か
ら
に
よ
り
て
、
極
樂
に
往
生
す
る
と
あ
や
ま
れ
り

�

（
熊
沢
蕃
山
『
葬
祭
辨
論（

（1
（

』）

　
　

�

世
に
愚
痴
の
人
多
け
れ
ば
、
あ
る
事
の
分
を
ば
な
き
事
と
し
、
な
き
こ
と
の
分
を
ば
有
事
と
す
。
三
綱
五
常
の
道
、
天
道
の
善
に

福
し
、
悪
に
禍
し
給
ふ
。
目
の
前
な
る
有
こ
と
の
正
し
き
事
を
ば
信
ぜ
ず
し
て
、
地
獄
極
楽
と
云
な
き
こ
と
を
ば
信
じ
し
た
が
ふ

者
多
し
。
異
端
の
徒
の
人
を
ま
ど
は
す
所
な
り
。
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�

（
熊
沢
蕃
山
『
集
義
和
書
』（
補（

（1
（

））

　

以
上
の
よ
う
に
儒
者
に
よ
る
地
獄
説
の
批
判
内
容
の
概
要
と
し
て
は
、
地
獄
な
ど
と
い
う
も
の
は
本
来
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
の

に
、
仏
者
は
敢
え
て
そ
う
い
っ
た
概
念
を
作
り
出
す
こ
と
で
人
々
を
欺
き
惑
わ
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
、
そ
の
一
点
に
尽
き
よ
う
か
と

思
わ
れ
る
。

　
　

�

此
時
太
子
学
哿
を
宮
に
召
て
。
告
て
訓
て
曰
く
。
汝
靈
敏
な
り
。
故
に
拜
し
て
師
と
為
す
。
又
一
世
の
因
に
非
ず
。
汝
既
に
宿
命

を
失
ふ
。
之
を
以
て
外
道
に
同
じ
。
還
て
大
聖
を
誹
る
な
り
。
他
は
數
之
を
措
く
。
獨
り
汝
と
之
を
論
ず
。（
中
略
）
地
獄
は
佛

の
説
な
り
。
唯
佛
説
の
み
に
非
ず
。
吾
が
神
祇
之
を
知
て
。
説
て
以
て
底
根
と
謂
ふ
。
汝
が
聖
人
之
を
知
て
。
亦
説
て
黄
泉
を
示

す
。
聖
人
鬼
神
。
何
ぞ
虚
言
を
為
ん
。
世
尊
は
覚
王
。
欺
邪
有
る
こ
と
無
し
加
之
汝
が
典
に
。
天
府
と
宜
府
と
。
其
記
多
端
な
り
。

�

（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

敏
達
天
皇
十
三
年
此
時
条（

（1
（

）

　

こ
れ
に
対
し
て
聖
徳
太
子
は
③
敏
達
天
皇
十
三
年
此
時
条
で
、「
地
獄
」
説
は
仏
が
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
神
話
に
も
「
底

根
」（
底
根
之
国
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
ま
た
漢
籍
に
も
「
黄
泉
」
や
「
天
府
」「
宜
府
」
と
い
う
地
獄
説
に
類
す
る
も
の
が
あ
る
と

指
摘
す
る
こ
と
で
、地
獄
が
存
在
す
る
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
り
疑
う
余
地
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

○
輪
廻
説
・
三
世
因
果
説
批
判

　
　

�

釋
氏
人
死
し
て
鬼
と
爲
り
。
鬼
復
人
と
爲
る
と
謂
ふ
。
是
天
地
陰
陽
之
氣
。
造
化
人
鬼
之
理
を
明
ら
か
に
せ
ず
。（
中
略
）
嗚
呼�

釋
氏
。
又
死
し
て
精
魂
散
ら
ず
。
復
父
精
母
血
を
借
り
。
以
て
其
形
體
を
生
ず
る
と
謂
ふ
。
此
の
如
き
は
則
ち
父
母
之
名
。
皆
假
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托
之
具
。
以
て
天
下
後
世
。
不
慈
不
孝
之
心
を
啓
す
。
其
心
を
忍
び
理
を
害
す
る
之
言
。
亦
何
ぞ
其
繆
妄
す
る
や
。

�

（
山
崎
闇
斎
『
闢
異（

（1
（

』）

　
　

�

人
死
す
る
時
に
は
、
本
分
色
體
分
離
し
て
、
色
體
は
く
ち
す
た
り
、
他
身
に
入
り
か
は
る
事
あ
た
は
ず
、
本
分
は
本
よ
り
不
生
不

滅
の
體
な
れ
ば
、
人
生
ず
れ
ど
も
か
れ
は
生
ぜ
ず
、
人
死
す
れ
ど
も
か
れ
は
死
せ
ず
、
我
本
分
と
成
し
も
の
と
て
各
別
な
ら
ず
、

他
身
に
又
入
と
い
ふ
事
な
し
。
不
生
不
滅
の
體
な
る
故
に
、
善
惡
の
け
が
れ
を
う
く
る
こ
と
も
な
く
、
善
惡
の
け
が
れ
に
ひ
か
れ

て
、
他
身
に
入
事
な
し
。
故
に
死
て
後
又
他
身
に
生
れ
か
は
る
と
い
ふ
は
皆
虛
説
な
り
。

�

（
向
井
元
升
『
知
耻
篇
』
中（

（1
（

）

　
　

�

仏
氏
剃
レ
髪
人
倫
を
棄
る
は
、
輪
廻
を
恐
る
れ
ば
也
。
天
道
輪
廻
な
し
。
し
か
る
を
輪
廻
と
い
へ
る
は
ま
ど
へ
り
。（
中
略
）
む
か

し
、
釈
迦
、
輪
廻
を
見
た
る
は
、
心
眼
病
な
り
。
後
世
の
仏
者
、
此
心
病
を
伝
て
輪
廻
あ
り
と
思
へ
り
。

�

（
熊
沢
蕃
山
『
集
義
和
書
』
巻
第
十
一　

義
論
之
四（

（1
（

）

　

儒
者
に
よ
る
輪
廻
説
の
批
判
も
、
地
獄
説
に
対
す
る
時
と
同
様
に
輪
廻
転
生
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
、
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ

と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
山
崎
闇
斎
の
『
闢
異
』
は
、
朱
子
学
に
お
い
て
、
人
が
死
ん
だ
場
合
そ
の
「
気
（
魂
）」
は
天
に
帰
し
、
再

び
集
ま
っ
て
戻
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
考
え（

（1
（

に
基
づ
く
も
の
で
、
仏
教
の
輪
廻
説
の
よ
う
に
死
後
に
ま
た
次
の
肉
体
に
魂
が
宿
っ
て
転

生
す
る
と
い
う
考
え
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
向
井
元
升
の
『
知
耻
篇
』
で
は
、
仏
語
を
用
い
な
が
ら
人
の
精
神
は
常
在
不
変
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
故
に
生
ま
れ
変
わ
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
と
説
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
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�

輪
𢌞
は
佛
の
説
な
り
。
何
ぞ
唯
佛
説
の
み
な
ら
ん
。
此
に
死
し
彼
こ
に
生
し
。
彼
に
没
し
此
に
産
す
。
舊
跡
勝
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。

汝
は
是
学
人
。
當
に
史
法
に
。
偽
物
を
書
か
ざ
る
を
知
る
べ
し
。
之
を
知
る
こ
と
乃
自
に
在
り
。
之
を
毀
る
も
又
自
に
在
り
。
愚

昧
に
非
ず
と
為
る
こ
と
。
又
夫
れ
何
ぞ
や
。
學
哿
即
十
界
を
了
し
て
。
歡
喜
し
て
涙
を
流
て
退
出
す
。

�

（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

敏
達
天
皇
十
三
年
此
時
条（

（2
（

）

　

こ
れ
に
対
し
て
も
聖
徳
太
子
は
③
敏
達
天
皇
十
三
年
此
時
条
で
、
輪
廻
説
も
仏
の
説
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
輪
廻
説
の
証
拠
と
な
る
生

ま
れ
変
わ
り
の
事
実
な
ど
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
存
在
す
る
と
指
摘
し
、
輪
廻
転
生
な
ど
は
存
在
し
な
い
と
い
う
儒
者
の
批
判
に
対
し

て
回
答
し
て
い
る
。

○
浄
土
教
批
判

　
　

�

さ
れ
ど
も
念
佛
の
弊
有
事
は
又
よ
く
知
べ
き
也
此
世
の
貧
賤
飢
寒
に
く
る
し
む
者
は
早
く
死
し
て
極
樂
に
む
ま
る
べ
し
と
云
て
み

づ
か
ら
く
び
く
ゝ
り
水
火
に
入
も
あ
り
又
一
た
び
念
佛
す
る
力
に
て
無
量
罪
を
消
滅
す
と
云
て
殊
更
に
あ
し
き
こ
と
を
す
る
者
も

あ
り

�

（
林
羅
山
『
徒
然
草
野
槌
』
上
之
四（

（2
（

）

　
　

�

主
親
を
こ
ろ
し
た
る
極
重
の
悪
人
に
て
も
念
仏
の
功
力
に
て
は
必
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
な
ど
ゝ
教
誨
せ
り
。
其
外
い
ろ
〳
〵
さ

ま
〴
〵
に
こ
と
ば
を
巧
に
し
寓
言
を
つ
く
り
て
、
人
心
を
ま
ど
は
し
禽
域
へ
ひ
き
入
、
世
教
の
さ
ま
た
げ
と
な
る
事
、
挙
て
か
ぞ

へ
が
た
し
。

�

（
中
江
藤
樹
『
翁
問
答
』
下
巻
之
末（

（2
（

）
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儒
者
は
仏
教
の
浄
土
教
、
特
に
悪
人
で
あ
っ
て
も
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
で
往
生
で
き
る
と
す
る
考
え
に
対
し
て
批
判
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
儒
教
に
お
い
て
、
社
会
的
規
範
や
道
徳
観
・
倫
理
観
を
侵
し
た
悪
人
は
悪
人
で
し
か
な
い
た
め
、
そ
の
悪
人
が
善
人
と
同

じ
結
果
を
得
ら
れ
る
と
す
る
教
え
に
対
し
て
批
判
を
向
け
る
の
は
必
然
と
言
え
よ
う
か
。

　
　

�

是
時
学
哿
。
極
楽
の
経
を
見
る
に
。
愚
人
罪
人
。
當
に
往
生
を
得
べ
し
と
。
是
れ
聖
人
の
説
に
異
し
て
。
其
れ
疑
ふ
所
少
な
か
ら
ず
。

之
を
左
右
の
僧
に
問
ふ
。
彼
佛
の
願
力
な
り
と
答
ふ
。
尚
を
愚
人
悪
人
に
依
怙
し
て
。
聖
教
を
破
る
の
旨
を
益
す
。
愈
惑
て
相
疑

ふ
。
太
子
之
を
聞
き
。
乃
ち
学
哿
を
召
て
慰
問
し
て
曰
く
。
汝
が
宗
に
詩
経
有
り
。
周
公
孔
子
の
撰
な
り
。
其
経
何
の
旨
を
か
説

て
。
何
の
機
を
化
す
や
。
学
哿
答
て
言
ふ
。
詩
は
人
を
風
諫
す
。
太
子
告
て
曰
く
。
汝
唯
詩
の
表
趣
を
解
す
。
未
だ
詩
の
本
趣
を

解
さ
ず
。
詩
は
唯
情
に
有
り
。
未
だ
曽
て
理
に
在
ら
ず
。
猶
を
吾
先
神
先
皇
。
詠
歌
を
以
て
。
情
を
置
く
が
ご
と
し
。
吾
と
異
と

自
ら
一
に
至
て
。
正
誠
に
し
て
虚
妄
を
離
れ
。
佛
法
何
ぞ
情
法
無
し
。
念
仏
は
情
に
在
り
て
理
に
非
ず
。
譬
ば
風
人
の
月
花
に
我

を
抛
ち
。
万
邪
皆
忘
て
。
聖
理
に
偓
ら
ず
し
て
。
情
行
を
浄
め
。
君
子
の
情
を
成
す
る
が
如
し
。
念
佛
之
道
も
。
亦
復
是
の
如
し
。

専
ら
彼
の
仏
を
念
じ
。
唯
往
生
を
願
ふ
。
一
心
不
亂
に
。
名
を
称
し
て
善
尚
を
取
ら
ず
況
や
悪
を
や
。
世
妄
を
遠
離
し
。
又
法
理

を
離
れ
求
ず
。
諸
佛
の
情
を
成
し
て
修
め
ず
。
菩
薩
の
道
を
得
る
。
理
者
の
知
ら
ざ
る
所
。
悟
者
の
達
せ
ざ
る
所
な
り
。
是
の
如

き
法
の
前
に
は
。
智
愚
の
論
無
し
。
上
下
の
根
無
し
。
此
に
於
て
學
哿
。
念
佛
の
道
を
會
す
。

�

（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

敏
達
天
皇
十
四
年
是
時
条
（
二（

（2
（

））

　

そ
れ
に
対
す
る
聖
徳
太
子
の
回
答
は
、
④
敏
達
天
皇
十
四
年
是
時
条
（
一
）
に
て
、
直
前
に
『
法
華
経
』
を
例
に
挙
げ
た
聖
道
門
に
よ

る
自
力
成
仏
を
説
き（

（2
（

、
そ
れ
に
対
し
て
、
続
く
⑤
敏
達
天
皇
十
四
年
是
時
条
（
二
）
で
、
全
く
性
質
の
異
な
る
浄
土
門
に
よ
る
他
力
成
仏

と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
説
く
こ
と
で
、
浄
土
教
の
教
え
が
人
々
を
惑
わ
す
嘘
偽
り
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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○
造
像
・
造
寺
批
判

　
　

�
佛
法
の
は
じ
め
て
我
朝
に
つ
た
は
る
事
欽
明
天
皇
よ
り
濫
觴
し
て
推
古
天
王
よ
り
こ
の
か
た
い
よ
〳
〵
さ
か
ん
な
る
ゆ
へ
に
君
臣

士
民
に
い
た
る
ま
で
財
産
を
つ
く
し
田
園
を
す
て
ゝ
多
く
の
寺
塔
を
建
立
す
天
平
年
中
に
大
寺
を
た
て
大
佛
を
つ
く
り
天
下
の
工

を
費
し
又
諸
國
七
道
に
も
國
分
寺
を
作
る
其
費
す
で
に
正
税
十
分
の
五
な
り
（
中
略
）
國
の
衰
弊
お
し
て
し
る
べ
し

�

（
林
羅
山
『
徒
然
草
野
槌
』
上
之
一（

（2
（

）

　
　

�

大
殿
大
像
は
養
教
之
具
に
非
ざ
る
な
り
今
養
ふ
べ
く
教
ふ
べ
き
の
民
を
率
て
之
を
寒
餓
し
之
を
欺
惑
す
之
を
君
其
君
に
非
ず
と
謂

ふ
な
り

�

（
林
羅
山
『
大
佛
殿（

（2
（

』）

　
　

�

今
民
間
の
道
路
に
は
、
水
に
橋
な
く
舟
な
き
所
多
し
。
遊
民
み
づ
か
ら
舟
・
橋
を
作
て
銭
を
取
て
人
を
わ
た
す
。
貧
な
る
婦
女
・

童
子
は
わ
た
る
こ
と
を
得
ず
。
た
ま
〳
〵
民
の
自
力
に
て
橋
を
わ
た
す
と
い
へ
ど
も
、
か
ち
の
者
さ
へ
わ
た
る
に
あ
や
う
し
。
仏

法
の
制
に
も
過
た
る
今
の
堂
塔
の
十
分
一
を
損
せ
ば
、
天
下
の
舟
・
橋
時
に
な
る
べ
し
。

�

（
熊
沢
蕃
山
『
集
義
和
書
』
巻
第
十
二　

義
論
之
五（

（2
（

）

　

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
仏
教
者
が
立
派
な
仏
像
や
堂
塔
を
建
て
る
こ
と
が
人
々
を
苦
し
め
、
経
済
を
圧
迫
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
認
識
が
儒
者
の
間
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

�

二
年
。
春
二
月
。
太
子
天
皇
に
奏
し
。
親
ら
神
教
経
。
宗
徳
経
等
の
書
を
編
み
。
初
て
神
家
の
学
を
立
つ
。
並
び
に
学
哿
に
命
じ
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て
。
儒
宗
の
学
を
興
す
。（
中
略
）
是
先
づ
太
子
及
び
蘇
我
の
大
臣
に
詔
し
て
。
三
宝
を
興
立
せ
し
む
。
時
に
太
子
奏
し
て
曰
く
。

像
を
造
り
堂
を
立
る
の
功
は
。
福
田
の
第
一
な
り
。
然
も
是
の
如
く
な
り
と
雖
も
。
自
ら
の
財
宝
を
惜
み
て
。
財
を
國
に
懸
け
。

州
縣
之
畜
を
費
し
。
其
の
役
を
民
に
懸
け
嚴
黎
之
憂
を
發
す
は
。
諸
れ
斯
れ
福
に
非
ず
。
即
ち
是
罪
な
り
。
佛
之
を
受
け
ず
。
天

還
て
之
を
悪
む
。
或
は
領
者
の
益
を
欲
し
。
偏
に
任
を
為
し
貨
を
棄
つ
。
為
佛
の
為
に
非
ず
。
又
嚴
の
為
に
非
ず
。
為
を
領
の
為

と
為
す
。
天
福
を
奪
ひ
禍
を
與
へ
。
神
利
を
變
へ
罰
と
成
す
。
若
し
造
立
を
能
ん
と
欲
す
る
者
は
。
一
束
の
役
に
は
五
束
を
与
え
。

百
束
に
は
五
百
を
棄
と
成
す
。
一
像
成
て
。
一
縣
潤
ひ
。
一
堂
成
て
。
一
國
冨
む
。
是
太
悲
の
佛
心
に
應
る
。
即
ち
至
仁
の
天
意

に
應
ず
。
之
に
依
り
理
合
ひ
。
災
滅
し
福
を
生
ず
。
願
を
成
し
祚
を
護
る
。
天
皇
之
を
聞
き
。
群
卿
之
を
聴
し
。
皆
大
に
歓
喜
す
。

是
時
諸
の
臣
連
等
。
各
君
親
之
恩
の
為
。
競
て
。
佛
殿
を
造
り
。
即
ち
焉
を
寺
と
謂
ふ
。

�

（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

推
古
天
皇
二
年
春
二
月
条（

（2
（

）

　

⑨
推
古
天
皇
二
年
春
二
月
条
は
、
學
哿
の
論
に
対
す
る
聖
徳
太
子
の
反
論
と
い
う
形
を
採
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
に
造
像
・

造
寺
に
よ
っ
て
人
々
や
社
会
に
与
え
る
影
響
と
い
っ
た
部
分
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
建
立
す
る
こ
と
の
功
徳
を
説
く
と
い
う
形
で

記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
ち
ら
も
排
仏
論
に
対
す
る
一
つ
の
ア
ン
サ
ー
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の

と
見
做
し
得
る
だ
ろ
う
。

○
渾
天
説
と
蓋
天
説
・
須
弥
山
説

　
　

�

此
年
。
太
子
學
哿
に
問
て
曰
く
。
天
の
旋
轉
の
状
。
汝
が
学
は
如
何
。
学
哿
答
て
白
す
。
臣
が
國
之
学
。
元
と
陳
に
学
ぶ
。
然
る

に
二
説
有
て
其
の
一
は
。
天
輪
日
月
。
西
よ
り
入
て
地
に
於
し
地
よ
り
出
て
東
に
於
す
是
我
正
と
為
し
学
ぶ
所
な
り
。
其
の
二
は
。

北
よ
り
東
に
旋
り
。
東
よ
り
南
に
南
よ
り
西
に
西
よ
り
北
に
是
れ
を
異
と
為
す
。
太
子
之
を
聞
き
。
喟
然
と
し
て
嘆
し
て
曰
く
。
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汝
が
正
と
為
し
学
ぶ
所
是
れ
後
儒
の
見
の
み
。
其
れ
非
と
為
す
所
の
者
は
。
是
れ
先
聖
の
説
な
り
。（
中
略
） 

蕃
國
の
真
至
已
に

以
て
横
と
云
ひ
。
西
天
の
古
佛
。
吾
朝
天
尊
。
皆
方
に
横
と
云
ふ
。
何
ぞ
多
聖
を
疑
ひ
。
一
凡
を
信
ん
や
。
神
聖
は
視
言
し
。
凡

敏
は
議
言
す
。
這
一
ち
是
の
如
し
。
餘
の
千
顧
み
る
べ
か
ら
ん
。
学
哿
信
伏
頓
拜
し
て
退
出
す
。

�

（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

崇
峻
天
皇
二
年
此
年
条（

（2
（

）

　

ま
た
最
後
に
、
⑧
崇
峻
天
皇
二
年
此
年
条
に
て
行
わ
れ
て
い
た
、
聖
徳
太
子
と
學
哿
の
天
の
動
き
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
見
て
い

き
た
い
。
こ
こ
で
は
學
哿
の
認
識
に
お
い
て
は
、
天
は
西
か
ら
地
に
入
り
、
東
か
ら
地
上
に
出
て
く
る
と
い
う
所
謂
「
渾
天
説
」
的
宇

宙
論
を
正
し
い
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
反
対
に
天
が
北
か
ら
東
、
東
か
ら
南
、
南
か
ら
西
、
西
か
ら
北
と
い
う
よ
う

に
右
回
り
に
横
回
転
す
る
と
い
う
「
蓋
天
説
」
的
宇
宙
論
を
誤
り
と
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
し
て
聖
徳
太
子
は
こ
う
し
た
學
哿
の
認
識
に
対
し

て
、「
蓋
天
説
」
の
よ
う
な
天
が
横
向
き
に
回
転
す
る
と
い
う
考
え
こ
そ
が
正
し
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

で
は
近
世
前
期
に
お
い
て
、
宇
宙
観
に
関
す
る
議
論
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　

�

サ
レ
ハ
、
月
日
ハ
湏
弥
ノ
腰
ヲ
、
北
ヨ
リ
東
南
へ
向
テ
横
ヘ
回
ル
ト
イ
ヘ
リ
。
湏
弥
山
ナ
ケ
レ
ハ
、
此
㕝
皆
偽
ト
云
ナ
カ
ラ
、
先
、

爰
ニ
ハ
、
湏
弥
ヲ
有
物
ニ
シ
テ
見
時
ハ
、
横
ニ
ハ
回
ラ
ス
、
明
カ
ニ
東
ヨ
リ
出
テ
、
頭
ノ
上
ヲ
通
リ
、
西
ニ
入
㕝
ハ
、
朝
夕
見
玉

ハ
ス
ヤ
。
何
シ
ニ
横
ニ
回
ル
ト
ハ
説
レ
タ
ル
ヤ
。

�

（
不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
『
妙
貞
問
答
』
上
巻　

仏
説
三
界
建
立
ノ
沙
汰
之
㕝（

（3
（

）

　
　

�

且
又
終
に
物
皆
上
下
有
る
の
理
を
知
ら
ず
。
彼
地
中
を
以
て
下
と
爲
し
。
地
形
を
圓
と
爲
す
。
其
惑
ひ
豈
に
悲
し
ま
ざ
る
や
。
朱

子
所
謂
天
の
半
ば
地
下
に
繞
る
。
彼
之
を
知
ら
ず
。
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�

（
林
羅
山
『
排
耶
穌（

（3
（

』）

　

不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
の
『
妙
貞
問
答
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
神
儒
仏
三
教
に
対
す
る
批
判
を
行
っ
た
書
物
で
あ
る
。
引
用
し

た
箇
所
で
は
、
仏
教
で
い
う
「
須
弥
山
説
」
を
批
判
し
な
が
ら
、
日
月
が
そ
の
須
弥
山
の
中
腹
を
横
向
き
に
回
る
と
す
る
よ
う
な
仏
教

的
宇
宙
観
を
否
定
し
て
い
る
。

　

林
羅
山
の
『
排
耶
穌
』
は
、
彼
と
キ
リ
ス
ト
教
者
・
不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
に
よ
る
対
話
を
記
し
た
も
の
で
、
引
用
し
た
箇
所
の
よ
う
に

天
体
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
林
羅
山
は
朱
子
の
言
葉
を
引
き
、
天
の
半
分
が
地
の
下
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
天
球
の
中
心
に
方
形
の
地
が
存
在
す
る
と
い
う
「
渾
天
説
」
に
則
っ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑧
崇
峻
天
皇
二
年
此
年
条
で
は
、
林
羅
山
と
同
様
に
學
哿
も
「
渾
天
説
」
の
立
場
を
取
り
、
聖
徳
太
子
は
そ
れ
と
異
な
る
「
蓋
天
説
」

的
立
場
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
妙
貞
問
答
』
で
、
仏
教
の
「
須
弥
山
説
」
に
お
い

て
日
月
が
須
弥
山
の
周
り
を
横
に
巡
る
と
い
う
考
え
が
批
判
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
蓋
天
説
」
と
「
須
弥
山
説
」
の
間
に
は
天
お
よ

び
日
月
の
旋
転
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
聖
徳
太
子
は
、「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
は�

「
須
弥
山
説
」
に
立
つ
仏
教
者
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
故
に
、
近
世
儒
者
の
抱
く
「
渾
天
説
」

的
宇
宙
観
に
対
す
る
反
論
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

ま
た
近
世
に
は
、「
須
弥
山
説
」
に
基
づ
く
仏
教
天
文
学
を
提
唱
し
た
「
梵
暦
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て

い
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
対
し
て
『
大
成
経
』
が
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
が
、
両
者
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
注
意
深
く
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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四
、
新
た
な
聖
徳
太
子
観
の
創
出

　

こ
こ
ま
で
は
「
聖
皇
本
紀
」
學
哿
関
連
記
事
に
見
え
る
儒
仏
論
争
的
な
内
容
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
以
降
は
「
聖
徳
太
子
に
よ
る

儒
教
的
要
素
の
展
開
」
と
い
っ
た
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

聖
徳
太
子
は
日
本
に
仏
教
を
広
め
た
聖
人
と
し
て
知
ら
れ
、
今
日
ま
で
仏
教
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

ま
た
中
世
に
展
開
し
た
「
根
本
枝
葉
花
実
説
」
を
中
心
に
、
神
道
と
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
存
在
だ
が
、
儒
教
と
の
関

係
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
「
十
七
条
の
憲
法
」
を
論
ず
る
際
に
し
ば
し
ば
、

そ
こ
に
儒
教
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
さ
れ
る
と
い
う
程
度
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
聖
皇
本
紀
」
で
は
、
積
極
的
に
聖
徳
太
子
と
儒
教
を
関
わ
ら
せ
、
従
来
の
聖
徳
太
子
観
に
は
な
か
っ
た
、
新
た
な

聖
徳
太
子
観
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
記
述
が
存
在
し
て
い
る
。

○『
大
学
』『
中
庸
』、『
孝
経
』

　

元
来
『
礼
記
』
中
の
一
篇
で
あ
っ
た
『
大
学
』
と
『
中
庸
』
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
経
典
と
し
、『
論
語
』『
孟
子
』
と
並
べ
「
四
書
」

と
し
た
こ
と
は
、
宋
代
の
儒
者
・
朱
子
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
の
業
績
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
朱
子
は
『
四
書�

集
注
』
を
著
し
、
そ
の
中
で
『
大
学
』『
中
庸
』
に
対
す
る
注
釈
を
加
え
、『
大
学
』
は
「
初
學
徳
に
入
る
之
門
也（

（3
（

」
と
し
て
「
四
書
」

を
学
ぶ
上
で
ま
ず
初
め
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
『
中
庸
』
は
「
中
庸
も
亦
讀
み
難
し
三
書
を
看
て
後
方
に
宜
し
く
之

を
讀
む
べ
し（

（3
（

」
と
「
四
書
」
の
最
後
に
学
ぶ
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
⑥
用
明
天
皇
元
年
秋
七
月
条
に
「
秋
七
月
。
太
子
奏
聞
し

て
以
て
詔
を
奉
る
。
礼
経
よ
り
大
学
を
出
て
。
孝
経
に
比
べ
一
経
と
為
し
て
。
初
学
を
し
て
之
を
習
は
し
む
。
後
日
又
中
庸
を
出
し
て
。

太
學
に
次
て
之
経
を
為
す
。
初
學
之
熟
す
る
者
を
し
て
。
理
及
び
行
の
辟
を
正
し
て
。
習
て
之
を
推
て
之
を
延
ば
さ
し
む（

（3
（

」
と
あ
る�
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よ
う
に
、
聖
徳
太
子
が
『
大
学
』『
中
庸
』
の
学
序
を
定
め
た
と
す
る
記
述
と
合
致
す
る
。

　

加
え
て
『
孝
経
』
に
つ
い
て
も
朱
子
は
『
孝
経
刊
誤
』
を
著
し
、
そ
れ
ま
で
の
『
孝
経
』
の
テ
キ
ス
ト
を
「
経
」（『
孝
経
』
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
部
分
）
と
「
伝
」（
後
の
儒
者
に
よ
る
付
会
の
部
分
）
と
に
分
け
る
こ
と
で
、『
孝
経
』
の
核
た
る
部
分
を
明
確
に
し
よ
う
と
す

る
試
み
を
行
っ
て
も
い
る（

（3
（

。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
⑥
用
明
天
皇
元
年
秋
七
月
条
に
て
聖
徳
太
子
が
『
大
学
』『
中
庸
』
を
『
礼
記
』
か
ら
独
立
さ
せ
た
と
い
う
記
事

や
、
⑩
推
古
天
皇
十
四
年
此
年
条
に
て
聖
徳
太
子
が
『
大
学
』『
中
庸
』『
孝
経
』
の
解
を
著
し
た
と
い
う
記
事（

（3
（

は
、
明
ら
か
に
朱
子
の

存
在
と
そ
の
業
績
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
は
中
国
よ
り
先
ん
じ
て
日
本
で
聖
徳
太
子
が
行
っ
て
い
た
と
す
る
、

朱
子
学
者
た
ち
に
対
し
て
か
な
り
挑
発
的
な
態
度
で
創
作
さ
れ
た
太
子
の
新
た
な
事
績
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
近
世
の
朱

子
学
者
が
依
拠
す
べ
き
学
問
の
基
礎
は
、
早
く
日
本
で
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
林
羅
山
が�

『
本
朝
神
社
考
』
に
て
行
っ
た
よ
う
な
、
自
ら
の
学
問
の
源
流
的
位
置
に
あ
る
聖
徳
太
子
を
非
難
す
る
こ
と
に
対
す
る
非
合
理
性
を
主

張
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

○
古
暦
年
卦
占
法

　
　

�

是
年
。
太
子
易
経
を
謂
て
曰
く
。
此
の
書
は
二
真
の
作
に
し
て
天
理
の
躰
な
り
。
伏
羲
八
卦
を
造
る
。
神
農
其
卦
を
疂
ね
。

六
十
四
卦
を
造
る
。
又
二
至
出
て
天
理
の
用
を
作
す
。
黄
帝
筮
を
作
し
。
禹
王
洛
に
依
て
納
甲
を
造
る
。
又
二
聖
出
て
。
天
理
の

断
を
釈
す
。
文
王
卦
を
説
き
。
周
公
爻
を
説
く
。
吉
漕
禍
福
。
豫
め
知
て
迷
ず
。
事
を
決
し
て
疑
ひ
無
し
。
理
を
尽
し
て
危
無
し
。

然
し
て
是
如
な
り
と
雖
も
未
だ
年
卦
を
説
ず
。
只
時
の
用
を
以
て
變
易
に
在
れ
ば
な
り
。
寡
人
熟
天
理
を
見
る
に
。
七
百
七
万
。

天
年
卦
を
具
す
。
一
年
に
二
卦
。
一
月
に
一
爻
な
り
。
年
は
立
春
に
始
り
。
月
は
節
日
に
始
る
。

�

（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

推
古
天
皇
二
十
七
年
是
年
条（

（4
（

）
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⑪
推
古
天
皇
二
十
七
年
是
年
条
に
は
、
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
易
学
で
は
説
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
「
年
卦
」
な
る
概

念
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
年
卦
」
に
つ
い
て
は
、「
一
年
に
二
卦
を
配
当
し
、
ま
た
一
月
に
一
爻

を
当
て
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
に
あ
る
だ
け
の
情
報
で
は
、
何
を
意
味
し
て
い

る
の
か
ほ
と
ん
ど
理
解
し
得
な
い
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
に
関
連
す
る
『
古
暦
』
を
用
い
た
占
い
に
つ
い
て
は
奈
良
場
勝
の
先
行

研
究
が
存
在
し
て
い
る
。

　

奈
良
場
は
「
す
な
わ
ち
「
古
暦
」
は
、
あ
る
人
の
生
年
月
日
時
に
お
け
る
情
報
を
も
と
に
吉
凶
を
占
う
暦
方
式
の
占
書
と
し
て
成
立

し
た
書
物
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
世
独
特
の
暦
を
用
い
た
占
で
あ
る（

（4
（

」
と
指
摘
し
、『
古
暦
』
は
一
般
的
な
未
来
の

暦
で
は
な
く
、
過
去
の
暦
で
あ
り
、
占
い
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
現
存
す
る
『
古
暦
』

刊
本（

（4
（

を
確
認
す
る
と
、そ
の
年
の
ペ
ー
ジ
毎
に
『
易
経
』
に
見
え
る
六
十
四
卦
の
内
の
二
つ
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
こ
れ
が
、「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
に
見
え
て
い
た
「
一
年
に
二
卦
を
配
当
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
加
え
て

易
に
お
け
る
六
十
四
卦
は
六
本
の
爻
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
一
年
に
二
卦
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
合
計
で

十
二
の
爻
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。そ
し
て
そ
の
爻
の
一
つ
一
つ
が
一
年
の
一
月
毎
に
割
り
当
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、

こ
ち
ら
も
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
述
と
合
致
す
る
。

　

従
っ
て
「
聖
皇
本
紀
」
に
お
け
る
「
年
卦
」
の
記
事
は
、
近
世
に
出
版
さ
れ
た
『
古
暦
』
の
存
在
を
前
提
に
、
そ
れ
に
基
づ
く
占
い

を
、
早
く
に
聖
徳
太
子
が
行
っ
て
い
た
と
い
う
新
た
な
事
績
を
作
り
出
す
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�

古
暦
本
卦
ノ
定
例
ハ
生
年
ノ
運
卦
ニ
テ
生
月
ノ
爻
ヲ
見
テ
本
卦
ノ
當
爻
ト
シ
周
易
ニ
テ
其
卦
ノ
辞
彖
象
爻
象
ヲ
見
テ
吉
凶
ノ
大
跪

ヲ
考
ヘ
終
レ
身
マ
テ
慎
ミ
守
ル
ヘ
シ

�

（
富
岡
秀
将
『
新
刊
古
暦
便
覧
大
全
』
本
卦
之
定
例（

（4
（

）
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そ
し
て
『
古
暦
』
を
用
い
た
占
い
方
に
つ
い
て
は
、
富
岡
秀
将
著
『
新
刊
古
暦
便
覧
大
全（

（4
（

』
に
て
初
め
て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
て

い
る
。
引
用
し
た
箇
所
を
参
考
と
し
つ
つ
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
ま
ず
『
古
暦
』
を
開
い
て
自
ら
の
生
ま
れ
た
年
に
六
十
四
卦
の
内
の

ど
の
二
つ
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
自
身
の
誕
生
月
に
当
た
る
爻
が
ど
ち
ら
の
卦
の
ど
こ
に
相
当
す
る
の
か

を
確
認
し
、
そ
の
後
、『
易
経
』
で
そ
の
卦
や
爻
の
解
説
を
読
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
詳
細
な
占
い
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
、
奈
良

場
が
解
説
し
て
い
る
た
め
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い（

（4
（

。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
、
な
ぜ
聖
徳
太
子
を
通
し
て
『
古
暦
』
を
用
い
た
占
い
に
つ
い
て
述
べ
る

必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
得
る
も
の
と
し
て
は
、『
古
暦
』
出
版
に
関
係
し
た
人
物
が�

『
大
成
経
』
偽
作
に
も
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
や
、
儒
教
に
関
係
す
る
事
柄
に
深
く
精
通
し
て
い
る
聖
徳
太
子
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
作

り
上
げ
る
た
め
等
が
思
い
浮
か
ぶ
。
し
か
し
前
者
に
関
し
て
は
『
古
暦
』
を
製
作
・
出
版
し
た
人
物
が
だ
れ
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る

点
や
、「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
だ
け
で
は
具
体
的
な
『
古
暦
』
占
い
の
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
点
か
ら
、
そ
の
可
能
性
も
な
い
と
は
言

い
切
れ
な
い
が
、
や
や
根
拠
に
欠
け
る
。
従
っ
て
私
は
、
神
儒
仏
三
教
一
致
の
思
想
を
説
く
『
大
成
経
』
に
お
い
て
、
儒
教
と
あ
ま
り

関
係
が
深
く
な
か
っ
た
聖
徳
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
儒
教
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
「
易
」
に
精
通
し

た
聖
徳
太
子
像
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

五
、
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
「
聖
皇
本
紀
」
學
哿
関
連
記
事
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
い
、
わ
か
っ
た
こ
と
と
し
て
は
、

①　

�

聖
徳
太
子
と
學
哿
を
そ
れ
ぞ
れ
仏
教
と
儒
教
を
代
表
す
る
人
物
と
見
做
し
た
上
で
、
主
に
儒
者
の
仏
教
批
判
に
対
す
る
反
論
を
行

う
こ
と

②　

�『
大
成
経
』
に
お
い
て
聖
徳
太
子
に
よ
る
神
儒
仏
三
教
一
致
を
説
く
上
で
、
そ
れ
ま
で
の
仏
教
中
心
の
聖
徳
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
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儒
教
に
対
し
て
も
深
く
精
通
し
た
人
物
へ
と
変
化
さ
せ
る
こ
と

以
上
の
二
つ
の
目
的
の
た
め
に
、『
大
成
経
』
撰
者
は
従
来
の
太
子
伝
等
で
は
ほ
と
ん
ど
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
學
哿
と
い
う
存

在
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
、
新
た
な
聖
徳
太
子
観
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
「
聖
皇
本
紀
」
に
て
示
さ
れ
た
、
儒
教
的
要
素
に
も
通
達
し
た
聖
徳
太
子
の
存
在
は
後
世
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
見
て
み
た
い
。

　
　

�

本
朝
古
暦
ノ
従
來
ヲ
按
ス
ル
ニ
推
古
天
皇
元マ

マ

二
十
七
年
聖
徳
太
子
初
メ
テ
易
ノ
積
年
ノ
卦
ヲ
演
説
ス
其
以
来
古
暦
ヲ
作
テ
年
卦
ノ

便
用
ト
ス
先
代
舊
事
本
紀
ニ
見
ヘ
タ
リ
一
年
二
卦
ヲ
配
當
シ
テ
六
十
四
卦
三
十
二
年
ニ
終
ル
此
天
下
ノ
運
卦
ニ
シ
テ
人
々
ノ
本
卦

ニ
非
ス
然
ル
ニ
年
卦
ヲ
以
テ
本
卦
ト
ナ
ス
コ
ト
其
考
證
ヲ
見
ス
ト
云
ヘ
冫
非
理
之
中
ノ
理
也

�

（
富
岡
秀
将
『
新
刊
古
暦
便
覧
大
全
』
古
暦
本
卦（

（4
（

）

　

前
章
で
見
て
き
た
富
岡
秀
将
の
『
新
刊
古
暦
便
覧
大
全
』（
以
下
、『
大
全
』）
で
は
、
明
ら
か
に
⑪「
聖
皇
本
紀
」
推
古
天
皇
二
十
七
年

是
年
条
の
記
事
の
存
在
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、そ
の
影
響
か
ら
『
古
暦
』
を
用
い
た
占
い
の
詳
細
な
解
説
を
行
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

ま
た
『
大
全
』
の
自
序
に
は
「
一
日
書
肆
来
る
こ
と
有
り
従
容
と
し
て
予
に
語
つ
け
て
曰
く
本
朝
固
有
之
古
暦
を
見
る
に
毎
歳
二
卦

を
附
屬
す
讀
者
其
本
卦
爲
る
こ
と
を
知
る
と
雖
も
未
だ
甞
て
六
爻
配
當
變
互
之
起
卦
を
知
ず
希
く
は
之
を
明
し
て
童
蒙
之
徒
猶
暁
し
易

す
か
ら
し
む
る
が
ご
と
く
し
て
梓
に
壽
せ
ん
と
欲
す
余
固
辭
す
然
れ
ど
も
數
請
て
止
ま
ず
故
に
其
需
に
應
ず（

（4
（

」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
恐

ら
く
は
『
大
成
経
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
と
す
る
占
い
（
本
稿
で
は
仮
に
「
古
暦
年
卦

占
法
」
と
呼
称
す
る
）
が
人
々
に
周
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
だ
け
で
は
そ
の�

占
い
の
詳
細
な
や
り
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
『
大
全
』
の
著
者
で
あ
る
富
岡
秀
将
の
所
に
書
肆
が
訪
ね
て
き
て
、
人
々
が�

52



「
六
爻
配
當
變
互
之
起
卦
を
知
」
ら
な
い
た
め
に
そ
の
解
説
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
と
い
う
背
景
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

従
っ
て
こ
こ
か
ら
、『
大
成
経
』
が
偽
書
と
さ
れ
た
後
に
も
聖
徳
太
子
が
説
い
た
古
暦
年
卦
占
法
は
人
々
の
間
で
受
容
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
詳
細
な
解
説
書
に
対
す
る
需
要
か
ら
『
大
全
』
は
出
版
に
至
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

私
の
考
え
と
し
て
は
、『
大
成
経
』
出
版
以
前
の
『
古
暦
』
を
用
い
た
占
い
の
段
階
で
は
、
恐
ら
く
あ
る
程
度
占
い
や
易
学
に
造
詣
の

あ
る
専
門
家
の
間
な
ど
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
後
に
『
大
成
経
』
が
出
版
さ
れ
る
と
、�

そ
の
影
響
で
占
い
や
易
学
に
対
し
て
あ
ま
り
知
識
を
持
た
な
い
人
々
も
『
古
暦
』
を
用
い
た
占
い
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。�

そ
れ
故
に
、
新
規
に
『
古
暦
』
の
占
い
に
触
れ
る
人
々
の
た
め
の
解
説
書
と
し
て
『
大
全
』
は
著
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

の
で
あ
る
。『
大
全
』
の
自
序
で
、
書
肆
が
わ
ざ
わ
ざ
『
古
暦
』
占
い
の
解
説
書
を
出
版
し
た
い
と
願
い
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、�

『
大
成
経
』
の
影
響
の
大
き
さ
を
推
量
る
要
素
の
一
つ
と
な
ろ
う
。

　
　

�「
聖
皇
本
紀
」
に
、「
推
古
天
皇
の
二
十
七
年
、
太
子
は
『
易
経
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
た
。
こ
の
書
は
二
真
人
の
作
っ
た

も
の
で
天
理
の
本
体
で
あ
る
。（
中
略
）
け
れ
ど
も
、
ま
だ
年
卦
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
く
づ
く
天
理
七
百
七
万

の
天
年
を
見
る
に
、
卦
を
具
え
る
の
は
一
年
に
二
卦
、
一
月
に
一
爻
、
年
は
立
春
に
始
ま
り
月
は
節
日
に
始
ま
り
、
積
年
の
卦
は

乾
・
坤
の
双
に
始
ま
っ
て
、
既
済
・
未
済
の
双
で
終
っ
て
い
る
。

�

（
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
絵
』
巻
第
五　

暦
占
類（

（4
（

）

　

江
戸
時
代
の
百
科
事
典
で
あ
る
『
和
漢
三
才
図
絵
』
に
お
い
て
も
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
が
引
用
さ
れ
、
聖
徳
太
子
に
よ
る
古
暦
年

卦
占
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
「
聖
皇
本
紀
」
に
説
か
れ
た
内
容
や
、聖
徳
太
子
が
編
み
出
し
た
占
い
の
方
法
な
ど
が
人
々

53



に
受
容
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
垣
間
見
え
、
儒
教
的
要
素
に
も
精
通
し
た
聖
徳
太
子
観
も
ま
た
、『
大
成
経
』
以
後
、
十
八
世
紀
頃
に

は
既
に
あ
る
程
度
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

�

然
る
に
此
術
、
早
く
皇
國
に
傳
へ
て
、
古
き
年
代
記
の
類
、
近
く
は
循
環
暦
と
云
ふ
物
に
、
其
式
を
載
せ
れ
ど
出
所
な
く
、
古
暦

便
覧
の
舊
刻
、
中
根
元
圭
が
凡
例
に
、
凡
以
二
六
十
四
卦
一、
毎
年
配
當
之
説
、
未
レ
考
レ
所
二
由
來
一、
然
不
レ
加
二
自
己
妄
意
一、
只
随
二�

舊
例
一
而
已
と
云
ひ
、
再
刻
の
本
に
は
、
推
古
天
皇
御
宇
、
聖
徳
太
子
演
二
説
之
一
矣
、
見
二
于
先
代
舊
事
本
記
一
と
云
へ
り
。
然
れ

ば
此
人
も
乾
鑿
度
に
其
本
術
あ
る
事
を
知
ら
ず
、
舊
事
大
成
經
の
僞
書
な
る
事
を
も
知
ら
で
據
と
せ
し
な
り
。
偖
て
し
か
其
出
所

を
知
ざ
れ
ど
も
、
舊
く
世
に
流
布
す
る
か
ら
に
、
俗
の
日
者
ら
侌
昜
家
な
ど
、
皆
此
僞
術
に
本
づ
き
て
、
歳
の
災
厄
、
人
の
年
卦

の
吉
凶
を
斷
わ
る
に
、
妖
言
誣
説
の
多
か
る
を
見
る
に
得
堪
ね
ば
、
今
周
暦
を
論
ず
る
因
に
、
其
本
來
を
も
知
し
め
む
と
欲
る
な

り
。
見
む
人
煩
は
し
と
て
等
閑
に
見
過
す
こ
と
勿
れ
。

�

（
平
田
篤
胤
『
三
暦
由
来
記
』
中　

割
註（

（4
（

）

　

平
田
篤
胤
の
『
三
暦
由
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
一
年
に
二
卦
を
配
当
し
一
月
に
一
爻
を
配
す
る
と
い
う
占
い
の
方
法
は
、
色
々
な
書
物

で
紹
介
さ
れ
て
は
い
る（

（5
（

も
の
の
、
そ
も
そ
も
の
出
典
が
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。『
新
撰
古
暦
便
覧
』
の
中
根
元
圭
の
凡
例（

（5
（

に
も
そ
の

由
来
は
わ
か
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
増
續
古
暦
便
覧
』
の
凡
例（

（5
（

に
は
聖
徳
太
子
が
説
い
た
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

誰
も
そ
の
正
式
な
由
来
を
知
ら
な
く
と
も
世
の
中
に
流
布
し
、
占
い
師
や
陰
陽
家
な
ど
に
よ
っ
て
占
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。
篤
胤
は
そ

れ
に
堪
え
か
ね
て
『
周
易
乾
鑿
度
』
に
そ
の
基
本
形
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
い
と
し
て
い
る
。

　

以
上
よ
り
『
古
暦
』
を
用
い
た
占
い
と
共
に
、
そ
れ
が
聖
徳
太
子
の
事
績
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
篤
胤
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
『
周
易
乾
鑿
度
』
の
中
に
そ
の
原
型
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
記
事
が
実
際
に
見
ら
れ
る（

（5
（
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こ
と
か
ら
、「
聖
皇
本
紀
」
の
該
当
記
事
を
著
し
た
人
物
は
『
周
易
乾
鑿
度
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
注

目
さ
れ
る
。

○
賢
聖
瓢
説
話

　

ま
た
儒
教
に
精
通
し
た
聖
徳
太
子
像
の
形
成
と
い
う
側
面
か
ら
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
を
見
た
場
合
、
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
重
要
か
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
事
が
存
在
し
て
い
る
。

　
　

�

是
月
。
狹
貫
國
。
賢
聖
像
の
瓢
を
献
る
。
孔
夫
子
と
。
又
榮
啓
期
と
。
四
皓
と
。
鬼
谷
先
生
と
。
蘇
秦
と
。
張
儀
と
の
九
像
有
り
。

並
び
に
楷
字
の
銘
。
及
び
其
好
木
像
有
る
。
瓢
の
長
け
五
寸
。
五
行
の
徳
に
合
ふ
。
是
れ
其
羽
香
縣
主
兄
丸
が
園
に
を
生
ず
。
此

月
朔
日
。
乃
ち
龍
馬
有
り
。
其
虆
を
咋
ひ
切
る
。
焉
を
兄
丸
に
與
ふ
。
其
日
其
時
之
を
考
る
に
。
方
に
太
子
の
産
時
に
中
れ
り
。

天
皇
奇
と
為
し
。
是
を
太
子
に
賜
ふ
。
太
子
之
を
受
け
。
始
て
快
咲
し
た
ま
ひ
て
。
始
て
右
の
手
を
開
き
た
ま
ふ
。
掌
中
に
一
の

瓢
實
有
り
瓢
を
闓
ば
中
に
。
一
の
肉
有
り
肉
を
破
る
に
中
に
。
核
跡
有
り
。
焉
を
宛
つ
れ
ば
更
に
差
は
ず
。
知
ぬ
此
の
瓢
の
實
を

握
る
。
諸
人
之
を
謂
ふ
。
斯
這
王
子
。
聖
人
為
る
の
瑞
な
り
。
又
道
此
の
王
子
は
。
當
に
儒
宗
を
弘
む
べ
き
瑞
な
り
。

�
（『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
聖
皇
本
紀　

敏
達
天
皇
元
年
是
月
条（

（5
（

）

　

引
用
し
た
敏
達
天
皇
元
年
是
月
条
の
要
点
は
、
聖
徳
太
子
が
孔
子
等
の
賢
聖
の
像
が
浮
き
上
が
っ
た
不
思
議
な
瓢
箪
の
種
を
握
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
と
、
人
々
は
聖
徳
太
子
こ
そ
が
聖
人
で
あ
り
、
儒
教
を
広
め
る
べ
き
人
物
で
あ
る
と
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
聖
徳
太
子
が
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
祖
で
あ
る
と
す
る
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
述
は
、
儒
者
の
仏
教
批
判
に
対
す
る
反
論
の�
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材
料
と
し
て
も
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�
太
子
是
を
受
て
始
て
右
の
御
手
を
開
た
ま
ふ
掌
中
に
一
の
瓢
あ
り
（
中
略
）
三
来
三
種
の
竒
瑞
三
道
を
興
隆
し
た
ま
ふ
瑞
相
也
此

三
種
共
に
今
に
南
都
法
隆
寺
の
珎
宝
た
り
道
春
是
を
聞
け
汝
が
儒
道
の
大
祖
た
る
こ
と
分
明
也
然
を
其
流
を
汲
て
源
を
渇
す
や

�

（『
南
光
坊
林
道
春
殿
中
問
答（

（5
（

』）

　

林
羅
山
と
南
光
坊
天
海
の
論
争
に
仮
託
し
た
と
思
し
き
『
南
光
坊
林
道
春
殿
中
問
答
』
で
は
、「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
を
参
照
し�

つ
つ
、
聖
徳
太
子
が
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
祖
で
も
あ
る
と
主
張
し
、
林
羅
山
の
聖
徳
太
子
批
判
を
退
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
先
に
見
て
き
た
、
中
国
の
宋
代
に
お
い
て
体
系
化
さ
れ
た
「
四
書
五
経
」
を
中
心
と
す
る
儒
学
が
、
日
本
で
は
既
に
聖

徳
太
子
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、『
大
成
経
』
に
お
い
て
は
、
聖
徳
太
子

こ
そ
が
日
本
に
お
け
る
神
儒
仏
三
教
の
祖
で
あ
る
と
主
張
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
強
く
表
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
　

�

皇
子
降
誕
の
そ
の
日
よ
り
、
曾
て
左
右
の
御
手
を
ひ
ら
き
給
は
ず
。
御
父
豊
日
尊
を
始
め
奉
り
、
心
な
ら
ず
お
は
せ
し
に
、
今
日

瓢
を
奉
る
に
及
ん
で
、
莞
爾
と
笑
を
啣
み
、
襁
褓
の
中
よ
り
右
の
手
を
出
し
、
虆
を
手
に
取
ら
ん
と
し
給
ふ
に
、
此
時
右
の
手
忽

然
と
し
て
開
け
、
御
手
の
中
よ
り
一
つ
の
瓢
の
仁
を
落
さ
れ
た
り
。（
中
略
）
正
し
く
聖
人
降
誕
の
奇
瑞
、
乾
圖
を
握
つ
て
生
る�

と
は
、
是
等
の
事
を
や
申
め
り
。
此
瓢
後
の
世
ま
で
傳
は
り
、
初
笑
の
瓢
と
も
、
又
は
賢
聖
の
瓢
と
も
稱
へ
、
大
和
國
法
隆
寺
に

傳
へ
た
り
。
扨
か
の
瓢
の
人
物
は
、
孔
子
、
榮
啓
期
、
鬼
谷
子
、
蘇
秦
、
張
儀
、
東
園
公
、
綺
里
季
、
夏
黄
公
、
甪
里
先
生
と
九

人
の
圖
な
り
と
云
へ
り
。

�

（
若
林
葛
満
作
・
西
村
中
和
画
『
聖
徳
太
子
伝
図
会（

（5
（

』）
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ま
た
仮
名
書
き
・
絵
入
り
の
読
本
で
あ
る
『
聖
徳
太
子
伝
図
会
』
に
も
、「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
を
ベ
ー
ス
に
し
た
内
容
が
存
在
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
大
成
経
』
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
窺
え
る
と
共
に
、「
聖
皇
本
紀
」
に
お
い
て
新
た
に
創
出
さ
れ
た
聖

徳
太
子
の
事
績
が
、
後
世
の
人
々
に
も
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
垣
間
見
え
る
。

　

こ
の
『
聖
徳
太
子
伝
図
会
』
に
つ
い
て
は
湯
浅
佳
子
が
『
大
成
経
』
と
関
連
付
け
た
研
究
を
発
表
し
て
お
り
、『
大
成
経
』
由
来
の

記
事
が
『
聖
徳
太
子
伝
図
会
』
を
介
し
つ
つ
、
後
世
に
広
く
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（5
（

。

　
　
　

六
、
結
論

　

本
稿
で
は
、
従
来
の
太
子
伝
等
で
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
印
象
の
あ
っ
た
學
哿
と
い
う
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
彼
が

近
世
『
大
成
経
』
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
与
え
ら
れ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
、「
聖
皇
本
紀
」
學
哿
関
連
記

事
を
中
心
に
読
み
解
い
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
學
哿
は
聖
徳
太
子
の
儒
教
の
師
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、『
大
成
経
』
に
お
い
て
は
近
世
の
儒
者
を
代
表
す
る
人

物
と
し
て
見
立
て
ら
れ
、
ま
た
仏
教
に
対
す
る
批
判
的
意
見
を
述
べ
る
人
物
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
加

え
て
「
聖
皇
本
紀
」
に
お
け
る
學
哿
と
聖
徳
太
子
と
の
交
流
の
シ
ー
ン
で
は
、
學
哿
の
仏
教
批
判
に
対
し
て
反
論
す
る
聖
徳
太
子
の
様

子
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
聖
徳
太
子
を
し
て
仏
教
者
の
代
表
的
立
場
か
ら
、
近
世
に
盛
ん
に
説

か
れ
た
排
仏
論
に
対
す
る
反
論
を
行
わ
し
め
よ
う
と
す
る
『
大
成
経
』
撰
者
の
思
惑
が
看
取
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
聖
皇
本

紀
」
に
お
け
る
學
哿
の
役
割
と
は
、
近
世
儒
者
に
よ
る
排
仏
論
の
代
弁
者
に
他
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
『
大
成
経
』
で
は
、
學
哿
を
通
じ
て
語
ら
れ
る
近
世
儒
者
の
思
想
に
対
す
る
反
論
を
行
う
た
め
に
、
従
来
の
太
子
伝
等
に
は
な

い
新
た
な
聖
徳
太
子
の
事
績
を
創
作
し
、
仏
教
だ
け
で
は
な
く
儒
教
に
も
精
通
し
た
聖
徳
太
子
観
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
存
在

す
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
『
大
成
経
』
撰
者
は
、
聖
徳
太
子
を
儒
者
が
依
拠
す
べ
き
学
問
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
人
物
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と
し
て
打
ち
出
そ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
近
世
に
し
ば
し
ば
非
難
の
対
象
と
さ
れ
た
聖
徳
太
子
は
、
近
世
の
儒
者
た
ち
が
依
拠
す
べ
き
学

問
の
源
流
に
位
置
す
る
人
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
聖
徳
太
子
へ
の
批
判
を
退
け
つ
つ
更
な
る
偉
大
性
の
高
揚
を
図
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
大
成
経
』
に
は
近
世
初
期
の
排
仏
論
に
対
す
る
仏
教
側
の
反
論
と
い
う
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
で
き

た
と
思
う
。
従
っ
て
私
は
、『
大
成
経
』
と
い
う
資
料
を
近
世
儒
仏
論
争
史
を
語
る
上
で
も
意
義
の
あ
る
も
の
と
位
置
づ
け
た
い
と
考

え
る
の
と
同
時
に
、
今
後
も
更
に
『
大
成
経
』
本
文
の
読
解
を
進
め
、『
大
成
経
』
に
表
れ
た
思
想
が
後
世
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に
受

容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
迫
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

注

（
1
）�　

本
稿
に
お
い
て
「
聖
皇
本
紀
」
の
記
事
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』

延
宝
九
年
刊
本
（
三
九
冊
、
一
～
三
八
卷
存
、
請
求
記
号
：D

11/1338/1-38

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）
を
参
照
す
る
。
引
用
記

事
が
複
数
の
ペ
ー
ジ
に
ま
た
が
る
場
合
は
、
そ
の
記
事
の
始
ま
り
の
部
分
をU

RL

と
紐
づ
け
た
。
以
下
、『
大
成
経
』
と
省
略
。

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU
RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1?ln=ja

）

　
　

�　

ま
た
本
稿
に
お
け
る
引
用
資
料
は
、
一
部
を
除
き
、
原
漢
文
の
も
の
は
全
て
書
き
下
し
文
に
改
め
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
記
述
に
は
適

宜
傍
線
を
附
し
た
。

（
2
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
五　

六
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1184?ln=ja

）

（
3
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
五　

十
五
丁
オ
・
ウ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1193?ln=ja
）
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�　

小
笠
原
春
夫
校
注
『
続
神
道
大
系　

論
説
編　

先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
（
二
）』
神
道
大
系
編
纂
会　

一
九
九
九
年
で
は
、
敏
達
天
皇

十
三
年
の
記
事
と
さ
れ
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
延
宝
九
年
刊
本
で
は
敏
達
天
皇
十
二
年
と
さ
れ
て
い
る
。
後
者
で
は
一

部
乱
丁
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
の
年
代
に
関
し
て
は
、
前
者
の
続
神
道
大
系
本
に
拠
っ
た
。

（
4
）�　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

第
一
巻
下
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
七
年　

一
三
六
頁

（
5
）�　
『
大
日
本
仏
教
全
書　

第
七
十
一
巻
』
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団　

一
九
七
二
年　

一
二
六
頁

（
6
）�　
『
大
日
本
仏
教
全
書　

第
七
十
一
巻
』
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団　

一
九
七
二
年　

二
七
七
頁

（
7
）�　

辻
善
之
助
『
日
本
佛
教
史　

第
十
巻　

近
世
篇
之
四
』
岩
波
書
店　

一
九
七
〇
年
（
初
版
：
一
九
五
五
年
）　

二
頁

（
8
）�　

柏
原
祐
泉
「
近
世
の
排
仏
思
想
」（『
日
本
思
想
大
系
五
七　

近
世
仏
教
の
思
想
』
岩
波
書
店　

一
九
七
三
年　

五
二
〇
頁
）

（
9
）�　

同
右　

五
二
二
頁

（
10
）�　

同
右　

五
二
四
頁

（
11
）�　

土
田
健
次
郎
「
近
世
儒
教
と
仏
教
―
闇
斎
学
派
を
中
心
に
」（
日
本
仏
教
研
究
会
編
『『
日
本
の
仏
教
』
第
Ⅱ
期
・
第
一
巻　

仏
教
と
出
会
っ
た�

日
本
』
法
藏
館　

一
九
九
八
年　

一
一
〇
頁
）

（
12
）�　
『
日
本
思
想
闘
諍
史
料　

第
一
巻
』
名
著
刊
行
会　

一
九
六
九
年　

一
九
頁

（
13
）�　
『
神
道
大
系　

論
説
編
二
十
一　

熊
沢
蕃
山
』
神
道
大
系
編
纂
会　

一
九
九
二
年　

一
五
七
頁

（
14
）�　
『
日
本
思
想
大
系
三
〇　

熊
沢
蕃
山
』
岩
波
書
店　

一
九
七
一
年　

三
九
四
頁

（
15
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
五　

十
七
丁
ウ
、
二
十
丁
ウ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1196?ln=ja

）

　
　

�　

こ
ち
ら
も
年
代
は
続
神
道
大
系
本
に
拠
っ
た
。

（
16
）�　
『
日
本
思
想
闘
諍
史
料　

第
一
巻
』
名
著
刊
行
会　

一
九
六
九
年　

一
七
・
一
八
頁
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（
17
）�　
『
海
表
叢
書　

第
一
巻
』
更
生
閣
書
店　

一
九
二
七
年　

四
六
頁

（
18
）�　
『
日
本
思
想
大
系
三
〇　

熊
沢
蕃
山
』
岩
波
書
店　

一
九
七
一
年　

二
一
九
頁

（
19
）�　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
朱
子
語
類
』
巻
三　

十
九
条
（
刊
本
、国
文
研
蔵
請
求
記
号
：
ワ3-219-1

～46

、国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）

巻
三　

五
丁
オ
・
ウ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200014066/110?ln=ja

）

　
　

�　
　

�「
人
の
生
す
る
所
以
は
精
氣
聚
れ
ば
な
り
人
只
許
多
の
氣
有
り
て
湏
く
箇
の
盡
る
時
有
る
べ
し
【
明
作
録
し
て
云
く
毉
家
に
所
謂
陰
陽

升
降
せ
ず
と
云
ふ
是
な
り
】
盡
れ
ば
則
魂
氣
は
天
に
歸
し
形
魄
は
地
に
歸
し
て
死
す
（
中
略
）
然
も
已
に
散
る
者
は
復
聚
ら
ず
釋
氏
却

て
謂
ふ
人
死
し
て
鬼
と
為
る
鬼
復
た
人
と
為
る
と
此
の
如
ん
ば
則
天
地
の
間
常
に
只
是
許
多
の
人
来
来
去
去
し
て
更
に
造
化
に
由
て
生

生
せ
ざ
る
な
り
必
ず
是
の
理
無
ん
」

（
20
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
五　

二
十
丁
ウ
～
二
十
一
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1199?ln=ja

）

（
21
）�　
『
國
文
注
釋
全
書　

第
十
一
巻
』
す
み
や
書
房　

一
九
六
八
年
再
版　

六
〇
頁

（
22
）�　
『
日
本
思
想
大
系
二
九　

中
江
藤
樹
』
岩
波
書
店　

一
九
七
四
年　

一
二
九
頁

（
23
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
五　

二
十
八
丁
オ
～
二
十
九
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1207?ln=ja

）

（
24
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
五　

二
十
七
丁
オ
～
二
十
八
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1206?ln=ja

）

（
25
）�　
『
國
文
注
釋
全
書　

第
十
一
巻
』
す
み
や
書
房　

一
九
六
八
年
再
版　

一
〇
頁

（
26
）�　

京
都
史
蹟
會
編
『
林
羅
山
文
集　

完
』
弘
文
社　

一
九
三
〇
年　

六
六
三
頁
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（
27
）�　
『
日
本
思
想
大
系
三
〇　

熊
沢
蕃
山
』
岩
波
書
店　

一
九
七
一
年　

二
三
〇
頁

（
28
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
七　

三
丁
ウ
、
四
丁
ウ
～
五
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1244?ln=ja

）

（
29
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
六　

四
十
六
丁
ウ
～
四
十
七
丁
オ
、

四
十
七
丁
ウ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1229?ln=ja

）

（
30
）�　
「
渾
天
説
」
ま
た
は
「
蓋
天
説
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
薮
内
清
責
任
編
集
『
科
学
の
名
著
2　

中
国
天
文
学
・
数
学
集
』
朝
日
出
版
社　

�

一
九
八
〇
年
に
詳
し
い
。

（
31
）�　

西
田
長
男
「
天
理
図
書
館
所
蔵
吉
田
文
庫
本
『
妙
貞
問
答
』」（『
ビ
ブ
リ
ア　

五
七
号
』
一
九
七
四
年　

三
〇
頁
）

（
32
）�　
『
日
本
思
想
闘
諍
史
料　

第
十
巻
』
名
著
刊
行
会　

一
九
六
九
年　

一
一
五
頁

（
33
）�　

岡
田
正
彦
『
忘
れ
ら
れ
た
仏
教
天
文
学　

一
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
仏
教
世
界
像
』
法
藏
館　

二
〇
二
四
年
（
初
版
は
ブ
イ
ツ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
二
〇
一
〇
年
）

（
34
）�　

島
田
虔
次
『
新
訂
中
国
古
典
選　

第
四
巻　

大
学
・
中
庸
』
朝
日
新
聞
社　

一
九
六
七
年　

四
頁

（
35
）�　

朱
熹
『
大
学
（
朱
熹
章
句
）』（『
漢
文
大
系　

第
一
巻
』
冨
山
房　

一
九
七
二
年
増
補
版　

五
頁
）

（
36
）�　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
朱
子
語
類
』
巻
十
四　

三
条
（
刊
本
、
和
古
書
請
求
記
号
：
ワ3-219-1

～46

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）

巻
十
四　

一
丁
オ
・
ウ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200014066/337?ln=ja

）

（
37
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
六　

三
十
二
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1214?ln=ja
）
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（
38
）�　

緒
方
賢
一
「『
孝
経
刊
誤
』
と
朱
子
」（『
集
刊
東
洋
学　

第
八
一
号
』
一
九
九
九
年　

五
六
頁
）

（
39
）�　
「
聖
皇
本
紀
」
推
古
天
皇
十
四
年
此
年
条
に
、「
時
に
太
子
。
三
経
の
解
を
製
し
。
三
月
に
し
て
事
成
る
。
製
已
て
之
を
学
哿
に
給
ふ
。
学

哿
拜
看
て
信
伏
す
」
と
あ
る
。

　
　

�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
七　

二
十
三
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1263?ln=ja

）

（
40
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
八　

五
十
七
丁
ウ
～
五
十
八
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1301?ln=ja

）

（
41
）�　

奈
良
場
勝
『
近
世
易
学
研
究
―
江
戸
時
代
の
易
占
―
』
お
う
ふ
う　

二
〇
一
〇
年　

一
九
六
・
一
九
七
頁

（
42
）�　

国
立
天
文
台
蔵
『
古
暦
（
仮
題
）』
刊
本
（
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号
：D

IG-N
A
O
J-00291

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）　

二
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100265364/3?ln=ja

）

（
43
）�　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
富
岡
秀
将
『
新
刊
古
暦
便
覧
大
全
』
元
禄
二
年
刊
本
（
藤
原
文
庫3847

、
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号
：D

IG-

T
H
K
W

-06766

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）　

巻
之
上　

四
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU
RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100237923/7?ln=ja

）

（
44
）�　

複
数
存
在
す
る
『
古
暦
』
を
発
展
さ
せ
た
書
物
の
内
の
一
つ
。
後
出
の
『
新
撰
古
暦
便
覧
』『
増
續
古
暦
便
覧
』
も
同
様
。『
古
暦
』
お
よ

び
そ
の
発
展
形
と
し
て
の
書
物
群
の
書
誌
は
、
奈
良
場
勝
の
前
掲
書
に
詳
し
い
。

（
45
）�　

奈
良
場
勝　

前
掲
書　

二
一
一
～
二
一
六
頁

（
46
）�　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
富
岡
秀
将
『
新
刊
古
暦
便
覧
大
全
』
元
禄
二
年
刊
本
（
藤
原
文
庫3847

、
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号
：D

IG-

T
H
K
W

-06766

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）　

巻
之
上　

二
丁
ウ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100237923/6?ln=ja
）
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（
47
）�　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
富
岡
秀
将
『
新
刊
古
暦
便
覧
大
全
』
元
禄
二
年
刊
本
（
藤
原
文
庫3847

、
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号
：D

IG-

T
H
K
W

-06766

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）　

自
序　

二
丁
オ
・
ウ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100237923/3?ln=ja

）

（
48
）�　

島
田
勇
雄
・
竹
島
淳
夫
・
樋
口
元
巳
訳
注
『
東
洋
文
庫
四
四
七　

和
漢
三
才
図
会　

一
』
平
凡
社　

一
九
八
五
年　

三
六
〇
・
三
六
一
頁

（
49
）�　
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集　

第
十
二
巻
』
名
著
出
版　

二
〇
〇
一
年
第
二
刷　

三
四
三
・
三
四
四
頁

（
50
）�　

例
え
ば
、
篤
胤
も
挙
げ
て
い
る
『
循
環
暦
』。

　
　

�　

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
小
泉
松
卓
撰
『
循
環
暦　

五
巻
初
巻
一
巻
』［
三
十
九
］
周
易
年
卦
循
環
之
圖
、［
四
十
］
周
易
六
爻
配
月

定
法
（
五
冊
、
享
保
二
年
刊
本
、
函
号
：449.8-K

o-（A

）-

神
皇
、
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号
：D

IG-N
A
GO

-10106

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開

画
像
）　

巻
三　

四
十
一
丁
ウ
～
四
十
二
丁
ウ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100301555/147?ln=ja

）

（
51
）�　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
中
根
璋
『
新
撰
古
暦
便
覧
』
貞
享
四
年
刊
本
（
藤
原
文
庫3836

、
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号
：D

IG-T
H
K
W

-�

04429

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）　

凡
例　

一
丁
ウ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU
RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100237906/3?ln=ja

）

（
52
）�　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
、
中
西
如
環
編
『
増
續
古
暦
便
覽
』
刊
本
（
狩7-31631-1

、
デ
ジ
タ
ル
請
求
記
号
：D

IG-T
H
K
K
-�

71711

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
）　

四
丁
ウ
～
五
丁
オ

　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100330502/7?ln=ja

）

（
53
）�　
『
周
易
乾
鑿
度
』
巻
下
（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書　

第
五
三
冊
経
部
四
七　

易
類
』
臺
灣
商
務
印
書
館　

一
九
八
三
年　

八
七
五
頁
）
に
、

「
二
卦
十
二
爻
を
一
歳
に
朞
す
」
と
い
う
文
言
が
見
え
て
い
る
。

（
54
）�　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
先
代
舊
事
本
紀　

72
巻
目
録
1
卷
／［
潮
音
等
撰
］』
巻
三
十
五　

三
丁
ウ
～
四
丁
オ

63



　
　

�　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スU

RL

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100260508/1182?ln=ja

）

（
55
）�　
『
南
光
坊
林
道
春
殿
中
問
答
』
元
治
元
年
写
本
（
請
求
記
号
：210.52-T

e146n

、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
）

四
十
二
丁
オ
・
ウ

　
　

�　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンU

RL

（https://dl.ndl.go.jp/pid/2541623/1/43

）

（
56
）�　

古
谷
知
新
編
『
日
本
歴
史
図
会　

第
一
輯
』
國
民
圖
書　

一
九
二
〇
年
（
請
求
記
号
：399-3

、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン�

公
開
画
像
）
九
七
頁

　
　

�　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンU

RL

（https://dl.ndl.go.jp/pid/965866/1/56

）

（
57
）�　

湯
浅
佳
子「
聖
徳
太
子
と
瓢
簞
―『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』か
ら『
聖
徳
太
子
伝
図
会
』へ
―
」（『
日
本
文
学　

四
七
巻
八
号
』一
九
九
八
年
）
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